
見せろ！３年生の気合と迫力！
（９月６日　増穂中学校　紅葉祭「いかだ流しリレー」）
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今月のみどころ
・�ふるさと名物応援宣言しまし
た
・保育所入所説明会について

【くらしのカレンダー】
・�高齢者インフルエンザ予防接
種費助成について



〜
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
と
な
る
た
め
に
〜

　
落
語
「
鰍
沢
」
は
、
近
代
落
語
の

元
祖
、
三
遊
亭
園
朝
が
江
戸
時
代
、

庶
民
の
間
で
流
行
し
た
身
延
山
詣
を

背
景
に
、
富
士
川
町
を
舞
台
に
※
三

題
噺
（
さ
ん
だ
い
ば
な
し
）
で
創
作

し
た
と
さ
れ
る
古
典
落
語
で
、
六
代

目
三
遊
亭
円
生
、八
代
目
林
家
正
蔵
、

十
代
目
金
原
亭
馬
生
ら
数
々
の
名
人

が
得
意
演
目
と
し
た
人
情
話
の
大
ネ

タ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
以
前
は
、
町
内
で
も
名

前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際

に
落
語
を
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
人
は

少
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
地
元

商
店
街
の
若
手
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と

な
り
、
東
京
か
ら
人
気
落
語
家
を
招

い
て
「
鰍
沢
で
落
語
『
鰍
沢
』
を
聴

く
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
落
語
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
み
、
落
語
が
文
化
と
し
て
定

着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
で
も
こ
れ
ま
で
、「
ま
ほ
ら
の
森

笑
劇
場
」
と
し
て
落
語
会
の
開
催
や

「
熱
血
こ
ど
も
ら
く
ご
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
た

ち
が
小
噺
に
挑
戦
す
る
な
ど
落
語
に

親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、〝
落
語
「
鰍
沢
」
の
舞

台
〟
と
し
て
栄
華
の
歴
史
を
感
じ
る

「
落
語
の
ま
ち
」
富
士
川
と
し
て
、

〝
落
語
「
鰍
沢
」
の
舞
台
〟
を
め
ぐ
る

旅
へ
の
支
援
や
、
商
店
街
で
行
う
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
町
内
外
へ
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

〜
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
と
な
る
た
め
に
〜

富
士
川
町
は
〝
落
語
「
鰍
沢
」
の
舞
台
〟「
落
語
の
ま
ち
」
を

ふ
る
さ
と
名
物
と
し
て
応
援
宣
言
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
名
物

応
援
宣
言
と
は
？

　

地
域
産
業
資
源
を
活
用

し
た
事
業
に
対
し
て
町
が

ふ
る
さ
と
名
物
を
特
定

し
、
積
極
的
に
情
報
発
信

を
行
う
も
の
で
す
。

▶�

「
熱
血
こ
ど
も
ら
く
ご
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、指
導
に

あ
た
っ
た
林
家
彦
い
ち
師
匠
の
落
語
会

の
前
座
に
登
場
し
ま
し
た
。（
H
27
．
7
．

29　

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
）

※
三
題
噺

　
落
語
の
形
態
の
一
つ
。

　

‌�

観
客
に
3
つ
の
お
題
を
も
ら

い
、
そ
れ
を
も
と
に
即
興
で
演

じ
る
落
語
。
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富
士
川
町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ
と
し

て
地
域
に
息
づ
い
て
い
る「
和
太
鼓
」

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
和

太
鼓
が
持
つ
魅
力
を
、
広
く
町
民
に

広
め
て
い
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
山
梨

県
太
鼓
連
盟
と
共
催
で
行
い
、
第
27

回
山
梨
県
ふ
る
さ
と
太
鼓
ま
つ
り
、

第
15
回
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

県
内
の
太
鼓
団
体
が
一
堂
に
集

い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。「
太
鼓
の
ま
ち
・
ふ
じ
か

わ
」
で
行
わ
れ
る
大
会
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
11
月
1
日
（
日
）
12
時
30
分
開
演

【
開
催
場
所
】

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　
※
入
場
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

【
日
時
】

　
10
月
25
日
（
日
）
11
時
30
分
開
演

【
開
催
場
所
】

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　
※
入
場
無
料

【
内
容
】

　

�

町
文
化
協
会
所
属
団
体
お
よ
び
一

般
に
よ
る
舞
台
芸
能
部
門
の
発
表

【
出
演
団
体
】　　
※
順
不
同

☆
舞
踊

　
富
士
川
舞
踊
連
盟

　
志
保
己
会

　
秋
月
会

　
桜
扇
会

　
加
登
里
会

　
よ
さ
こ
い
鰍
沢
連

　

‌�

甲
州
Y
O
S
A
K
O
I
凛
舞
ま
す

ほ

　
小
林
陽
子
身
体
表
現
研
究
室

　
鰍
沢
民
踊
部

　
ク
ラ
ッ
シ
ク
バ
レ
エ
部

☆
民
俗
芸
能

　
鰍
沢
ば
や
し
保
存
会

　
𣇃
米
銭
太
鼓
保
存
会

　
氷
室
神
社
神
楽
会

☆
朗
読

　
朗
読
の
会
す
ず
ら
ん

☆
歌
謡

　
増
穂
一
芸
会

☆
演
劇

　
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団

☆
詩
吟

　
富
士
川
町
詩
吟
愛
好
者
の
会

●
お
問
い
合
わ
せ

　
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

内
）
☎
22
―
5
3
6
1

第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3
「
和
太
鼓
の

祭
典
」
が
富
士
川
町
で
開
催
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

「
太
鼓
の
ま
ち
・
ふ
じ
か
わ
」
と
し
て
始
ま
っ
た
「
富
士
川

町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

富
士
川
町
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

第
6
回
　
町
民
文
化
祭
の
お
知
ら
せ

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲昨年の大会の様子
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町
内
イ
ベ
ン
ト
で
は

リ
ユ
ー
ス
食
器
が
無
料
で
使
え
ま
す

　
町
で
は
「
環
境
の
ま
ち
富
士
川
」

の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
「
イ
ベ
ン
ト
ご
み
の

減
量
化
」
を
図
る
た
め
に
、
リ
ユ
ー

ス
食
器
利
用
補
助
を
行
い
、
協
賛
事

業
所
の
ご
協
力
の
も
と
、
町
内
で
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
0
円

で
レ
ン
タ
ル
で
き
、
成
果
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　
広
報
「
ふ
じ
か
わ
」
10
月
号
か
ら

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
状
況
と
そ
の

利
用
に
よ
る
C
O
2
削
減
量
を
ス
ギ

の
木
の
年
間
C
O
2
吸
収
量
に
換
算

し
、
わ
か
り
や
す
く
「
見
え
る
化
」

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
イ
ベ
ン
ト
で
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
利
用
し
て
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 町

内
イ
ベ
ン
ト
で
は

リ
ユ
ー
ス
食
器
が
無
料
で
使
え
ま
す

リユース食器0円プロジェクト2015年4月〜7月利用分
認定NPO法人スペースふう

月 使用イベント名 リユース食器
数（個）※ 1

CO2 排出量
（kg）※ 2

スギ本数
（本）※ 3

3 第 35回大法師さくら祭り（2015 年） 18,740 1,442.98 103.07
4 青柳町 5丁目第 38組お花見会 160 12.32 0.88
4 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
4 春の大祭　立教開宗会 270 20.79 1.49
5 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
5 パウワウマーケット 2015 860 66.22 4.73
5 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
5 六斎マーケット　朗読と音楽の夕べ 160 12.32 0.88

6 山梨県男女共同参画メンバー「有泉妙
子さんを偲ぶ会」 80 6.16 0.44

6 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
6 鰍沢小学校　5学年林間学校 70 5.39 0.39
6 峡南幼稚園　夏祭り 600 46.20 3.30
6 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
6 第 18回　あじさい祭り 1,660 127.82 9.13
7 蓮華寺護持会　婦人部料理教室 105 8.09 0.58
7 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
7 アグリビジネス支援交流会 150 11.55 0.83
7 あったかおうちカフェ 100 7.70 0.55
7 第 22回わんぱく村自然教室 325 25.03 1.79
7 大自然体験会 180 13.86 0.99

24,060 1,852.63 132.35

※ 1	 はし・スプーンなどは含まれていません。
※ 2	 �使い捨て容器で焼却した場合のCO2 排出量になります。ゴミが減るだけでなくCO2 の削

減にもなっています。
※ 3	 スギの木 1本が 1年間で吸収するCO2 の量は、14kg です。
	 「スギ本数」は、排出されたCO2 を吸収する本数で示しています。

利
用
者
の
声

「
納
涼
祭
り
に
は
、
毎
年
リ

ユ
ー
ス
食
器
を
使
っ
て
い
ま

す
。ゴ
ミ
の
量
が
少
な
く
な
り
、

後
片
付
け
が
と
て
も
楽
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」

青
柳
町
5
丁
目
ふ
れ
あ
い
納
涼

祭
り
実
行
委
員
長小

林
駿
司 

様

「
食
器
が
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い

た
の
で
、
持
ち
運
び
、
保
管
が

楽
で
し
た
。

ゴ
ミ
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
食

べ
残
し
も
減
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。」

峡
南
幼
稚
園
母
の
会
会
長

㓛
刀　
幸 

様

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
認
定
N
P
O
法
人

　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

　
☎
22
―
1
1
5
0
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ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
ご
み
の
減
量
化
や
分
別
回
収
に
よ

る
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
24
時
間
利
用

可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
を
推
進
し
、
分
別
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
（
平
成
27
年
8
月
末

現
在　
1
1
2
か
所
、
2
3
5
基
）。

　
回
収
品
目
は
、
缶
類
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
広
告
紙
、
牛

乳
パ
ッ
ク
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
、

無
色
び
ん
、
茶
色
び
ん
、
そ
の
他
の

色
の
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
、
廃
食
油

の
13
品
目
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
衣
服
・
く
つ
・

カ
バ
ン
専
用
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
町
内
2
か
所
に
設
置
し
ま

し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
は
、
利
用
者
の
利
便
性
が
増
す
た

め
、
不
法
投
棄
の
減
少
や
資
源
の
有

効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
回
収
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、
品
目

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
引
き
取
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
製

品
の
原
材
料
と
し
て
、
再
資
源
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回

収
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
量
は
、
別
表

1
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
量
／
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
量

×
1
0
0
）
は
別
表
2
の
と
お
り
で

す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
2
年
連
続
で
減
少
。
こ
れ
は
、

新
聞
紙
・
雑
誌
の
回
収
量
が
大
幅
に

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
紙
類
の
回
収
量
減
少
の
主
な
原
因

は
、
オ
ギ
ノ
富
士
川
店
が
平
成
26
年

3
月
か
ら
始
め
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ

ッ
ク
ス
で
の
回
収
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
（
別
表
3
）。

　
平
成
25
年
度
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
あ
っ

た
紙
類
の
持
ち
去
り
行
為
の
報
告

は
、
平
成
26
年
度
に
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
分
別
さ
れ
た
有
価
物
の
う
ち
、
紙

類
と
缶
類
は
、
契
約
業
者
に
買
い
取

り
を
し
て
も
ら
い
、
町
の
貴
重
な
収

入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
、
缶
類
が
2
7
7
，2
0
9
円
、

紙
類（
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
は
除
く
）

が
1
，9
4
5
，7
3
5
円
で
、
合
計

2
，2
2
2
，9
4
4
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
は
町
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
管
理
・
運
営
は
各
地
区
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
間
違
っ
た
出
し
方
の
有
価
物
や
回

収
品
目
で
な
い
ご
み
の
整
理
に
は
、

地
域
の
役
員
さ
ん
や
当
番
の
方
な
ど

が
あ
た
っ
て
お
り
、
大
変
な
労
力
を

費
や
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
使
う
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ

て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

年度

H25

H26

リサイクル率＝リサイクルされた量／排出されたごみの量×100（％）

缶類

326,025 円

277,209 円

紙類（ミックスペーパー除く）

3,685,867 円

1,945,735 円

●リサイクルステーションで回収した資源ごみの量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ｋｇ）

●リサイクルステーションで収集した資源ごみの収入額　　　　　　　　　　　  ●リサイクルステーションで回収した家庭系ごみのリサイクル率

17,250

60,410

83,150

119,170

2,420

42,070
32,670 30,490

11,600
22,340

43,720

1,430

14,260

55,240

34,810

46,510

2,920

41,100

30,670 28,200

12,650
22,050

43,250

1,744
0 kg

10,000 kg
20,000 kg
30,000 kg
40,000 kg
50,000 kg
60,000 kg
70,000 kg
80,000 kg
90,000 kg

100,000 kg
110,000 kg
120,000 kg
130,000 kg

缶類 ダンボール 新聞紙 雑誌・広告紙 牛乳パック ミックスペーパー 無色ビン 茶色ビン その他のビン ペットボトル プラスチック
容器包装類

廃食油（ℓ）

H25 H26

15.99% 16.17% 16.29%
14.40%

11.40%

11.00%

13.00%

15.00%

17.00%

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

別表1

●オギノ富士川店で回収した紙類の量（単位：ｋｇ）

ダンボール 古紙 牛乳パック

H25 13,240 7,971 10

H26 141,360 239,618 697

年度
紙類

別表3

年度

H25

H26

リサイクル率＝リサイクルされた量／排出されたごみの量×100（％）

缶類

326,025 円

277,209 円

紙類（ミックスペーパー除く）

3,685,867 円

1,945,735 円

●リサイクルステーションで回収した資源ごみの量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ｋｇ）

●リサイクルステーションで収集した資源ごみの収入額　　　　　　　　　　　  ●リサイクルステーションで回収した家庭系ごみのリサイクル率
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缶類 ダンボール 新聞紙 雑誌・広告紙 牛乳パック ミックスペーパー 無色ビン 茶色ビン その他のビン ペットボトル プラスチック
容器包装類

廃食油（ℓ）

H25 H26

15.99% 16.17% 16.29%
14.40%

11.40%

11.00%

13.00%

15.00%

17.00%

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

別表2

分
別
回
収
は
13
品
目

町
の
収
入
は
ど
の
く
ら
い

出
し
方
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

リ
サ
イ
ク
ル
率
は

2
年
連
続
減
少
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【�

町
立
保
育
所
・
私
立
た
ん
ぽ
ぽ

子
ど
も
の
家
保
育
園
】

　
保
育
所
で
は
、
入
所
を
希
望
さ
れ

る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
保
育
内
容
、

入
所
資
格
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

入
所
説
明
会

◆
日
時

　
10
月
29
日
（
木
）

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◆
場
所

　
町
民
会
館
1
階
和
室

※
駐
車
場
は
、
役
場
本
庁
舎
東
側
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

◆
日
時

　
11
月
10
日
（
火
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

◆
場
所　
役
場
本
庁
舎
1
階
会
議
室

　
※
受
付
日
以
降
は
、
子
育
て
支
援

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
用
紙
に
つ
い
て

　

説
明
会
当
日
ま
た
は
11
月
4
日

（
水
）か
ら
役
場
本
庁
舎
1
階
子
育
て

支
援
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。
申

し
込
み
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
富
士
川
町
以
外
の
市
町
村
の
保
育

所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
子
育
て
支

援
課
が
窓
口
と
な
り
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

【
峡
南
幼
稚
園
】

　
本
園
は
、
満
3
〜
5
歳
の
縦
割
り

ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
教
育
が
特
徴
で
す
。
子
ど
も
の
興

味
や
自
発
性
を
基
に
、
集
中
力
や
手

の
器
用
さ
、
最
後
ま
で
や
り
抜
こ
う

と
す
る
忍
耐
力
や
自
信
そ
し
て
優
し

さ
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　
午
後
に
は
、
年
齢
別
一
斉
活
動
も

行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員

・
2
歳
児�

12
人

・
3
歳
児
（
満
3
歳
〜
）�

30
人

・
4
、
5
歳
児�

若
干
名

◆
保
育
時
間

・
2
歳
児　
週
4
回

　
午
前
9
時
15
分
〜
午
後
3
時

・
満
3
〜
5
歳
児

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

◆
預
か
り
保
育

　
午
前
8
時
〜
保
育
時
間
終
了
後
午

後
6
時
ま
で
（
預
か
り
保
育
は
、
長

期
休
業
中
も
行
い
ま
す
）。

入
園
説
明
会

◆
日
時

　
10
月
16
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜

　
（
駐
車
場
は
、園
舎
南
側
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
）

願
書
受
付

（
2
歳
児
ク
ラ
ス
含
む
）

◆
日
時

　
10
月
30
日
（
金
）
午
前
9
時
〜

子
育
て
支
援

◆
こ
ば
と
学
級
（
未
就
園
児
）
無
料

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
遊

び
、
製
作
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

や
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
う
楽
し

い
場
で
す
。
育
児
の
お
悩
み
に
も
応

じ
ま
す
。（
要
予
約
）

　
毎
月
第
1
、
2
、
4
木
曜
日

　
午
前
9
時
40
分
〜
11
時

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
幼
稚
園　
☎
22
―
0
6
0
4

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
http://kyonan.ed.jp

　
ご
希
望
の
方
は
見
学
も
で
き
ま
す
。

◆
日
時

　
10
月
10
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
10
日
が
雨
天
の
場
合
は
、
11
日

（
日
）、
11
日
が
雨
天
の
場
合
は
、

12
日
（
月
）
に
順
延
し
ま
す
。

◆
場
所

　
利
根
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

●
お
問
い
合
わ
せ

　
第
1
保
育
所

　
☎
22
―
0
3
9
5

　
第
5
保
育
所

　
☎
22
―
1
7
0
1

平
成
28
年
度

保
育
所
・
幼
稚
園
の

　
入
所
（
園
）
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

保
育
所
・
幼
稚
園
の

　
入
所
（
園
）
に
つ
い
て

保
育
所

連
合
運
動
会
を

開
催
し
ま
す
!!

　保育所に入所していないお友
だちの種目「♡ようこそ！　か
わいいおともだち」は、午前 11
時ごろを予定しています。
　当日は、駐車場が大変混み合
いますので、お早めにお越しく
ださい。
　たくさんのお友だちの参加を
お待ちしています。
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、
富
士
川
町
へ
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、町
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
公
表
に
つ
い
て
は
、
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。）�

※
敬
称
略

●
お
問
い
合
わ
せ　
企
画
課　
企
画
担
当　
☎
22
―
7
2
1
6

都道府県 氏　　名 寄附金額（円） 都道府県 氏　　名 寄附金額（円）

北 海 道 金子　秀紀 5,000 新 潟 県 松田　芳章 5,000

青 森 県 木村　　環 5,000 石 川 県 山根　　弘 5,000

宮 城 県 皆川　博行 5,000 長 野 県 細萱　健一 5,000

〃 武田　恒紀 5,000 愛 知 県 伊藤　春見 5,000

〃 濱田　眞人 5,000 〃 木賀　義一 5,000

茨 城 県 秋房　輝明 5,000 〃 鈴木英太郎 50,000

群 馬 県 山口　公子 5,000 〃 笠原　浩幸 5,000

埼 玉 県 矢崎　富夫 10,000 〃 篠田　繁博 5,000

〃 市川　薫子 5,000 〃 小島　　亮 20,000

〃 松田　俊一 5,000 〃 小嶌　宏之 10,000

〃 和田　誠基 10,000 〃 松本　浚嗣 5,000

千 葉 県 加藤　征男 10,000 〃 大西　弘記 10,000

〃 安部　一人 10,000 〃 大竹マサエ 5,000

〃 杉山　哲也 5,000 滋 賀 県 山浦　陽一 5,000

〃 米木　　章 5,000 〃 松永　堅二 5,000

〃 廣井　庸司 10,000 〃 中川　賢一 5,000

東 京 都 田中　良雄 50,000 〃 蘆田　淳子 5,000

〃 戸部　明子 5,000 京 都 府 大谷　英樹 5,000

〃 井関　浩樹 5,000 〃 北　　有志 10,000

〃 垣本　容子 5,000 大 阪 府 相崎　純子 30,000

〃 金子　信之 50,000 〃 木下　博幸 5,000

〃 隈元　　剛 5,000 〃 逢坂　幸子 5,000

〃 細田　　誠 5,000 〃 榎村　徳仁 5,000

〃 小池　宏昌 5,000 〃 原田優加利 5,000

〃 小島　一成 10,000 〃 山本　忠宏 5,000

〃 松本　ハナ 5,000 〃 中嶋　裕一 5,000

〃 森坪　陽子 5,000 〃 南野　孝之 5,000

〃 前田　清一 5,000 〃 北本　大典 5,000

〃 池野　千草 5,000 兵 庫 県 栄　　信也 5,000

〃 田中　義男 5,000 〃 阪本　祐一 5,000

〃 藤原　　誠 5,000 〃 三木　哲持 5,000

〃 福薗　　茜 5,000 〃 三木津佳奈 5,000

〃 髙尾　　淳 5,000 〃 秋本　　龍 55,000

神奈川県 井上　　明 5,000 〃 真岡　伸吾 15,000

〃 横川　拓哉 5,000 〃 尾崎　　進 5,000

〃 高橋　知子 5,000 奈 良 県 河本　和広 5,000

〃 高澤　　昭 5,000 〃 細谷　幸彦 5,000

〃 佐々木　均 5,000 広 島 県 前原　善太 5,000

〃 小嶋　嘉達 5,000 山 口 県 藤山　広志 5,000

〃 川村　拓也 10,000 徳 島 県 田中　麻弥 5,000

〃 知名　清剛 5,000 香 川 県 合田　拓宣 5,000

〃 藤井　　功 10,000 福 岡 県 金田三希子 5,000

〃 疋田　泰士 5,000 佐 賀 県 原口　和之 10,000

ふるさと納税パンフレット
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士川町のサポーターを募集しています！ 

～ふるさと納税パンフレット～ 

A101   生クリーム大福12個セット A201  山梨を愛す　６個セット

竹林堂人気の「和スイーツ」です。６種類の味
をそれぞれお楽しみください。

山梨の魅力をひとつ詰め合わせたアイスの
セット。甲州ぶどうシャーベット、桃シャーベッ
ト、完熟いちごアイス、ワインシャーベット、酒粕
アイス、十六穀アイスなどちょっと大人の味を
楽しめます。

甲州和菓子処　竹林堂 光明石の湯　いち柳ホテル

 A202  山梨の果実を愛す　６個セット A203  富士川あいす　6個セット A301  ヤマメづくし

フルーツ王国山梨の果実をひとつにまとめたア
イスのセット。富士川町産柚子シャーベット、富
士川町産ラ・フランスシャーベットのほか、最高
級すもも「貴陽」、勝沼ぶどう、一宮もも、完熟
いちごのアイスがセットになっています。

富士川地域の選りすぐり大人気の特産品をぎゅぎゅ
と、ひとつの詰め合わせギフトにしました。柚子シャー
ベット、ラ・フランスシャーベット、甘々娘もろこしアイ
ス、大塚人参アイス、竹炭アイス、お茶アイスのセッ
トです。

富士川町生まれのヤマメを加工した商品の詰め合
わせです。甘露煮は炭で焼いた後、2日間炊き、骨
までやわらかくなっております。全てが手作りの逸品
です。
商品は、甘露煮×1、骨酒×2、干物×1の4品の
セット

光明石の湯　いち柳ホテル 光明石の湯　いち柳ホテル ㈲忍沢養殖場

A401 穂積産ゆず（22～28個） A402 ゆず加工品詰合せ　Ｃセット 　A501　ラ・フランスジュースと洋梨のジャム

富士川町穂積地区特産の柚子をお届けしま
す。香りの良さを味わってみてください。

※お届けは11月中旬以降になります。

富士川町特産「穂積の柚子」で作った加工品
です。
ゆずポン酢、ゆずジャム、ゆずマーマレード、ゆ
ず胡椒、ゆず味噌の5品がセットになっていま
す。

富士川町産のラ・フランスをジュースとジャム
にしました。なめらかな食感の完熟ラ・フランス
を農家から直送します！

日出づる里活性化組合/JAふじかわ 日出づる里活性化組合 フルーツパーク　斎庵

富士川町ふるさと納税
感謝記念品

寄附金額
5,000円以上１０,０００円未満

この中から1点お選びください。

［掲載／順不同］

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
者
一
覧
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10
月
以
降
、
住
民
票
を
有
す
る
す

べ
て
の
住
民
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た

『
通
知
カ
ー
ド
』が
簡
易
書
留
で
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
1
月
か
ら
、社
会
保
障・

税
・
災
害
対
策
の
各
種
手
続
き
で
、

本
人
確
認
と
と
も
に
、
個
人
番
号
の

記
載
・
確
認
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
受

け
取
ら
れ
た
カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
紙
の
カ
ー
ド
で
、

個
人
番
号
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
な
ど
が
記
載
さ
れ

た
も
の
で
、
透
か
し
な
ど
の
偽
造
防

止
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
顔
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
通
知
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
番

号
確
認
と
本
人
確
認
を
同
時
に
行
う

た
め
に
は
、
別
に
運
転
免
許
証
な
ど

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
番
号
確
認
と
本
人
確
認
を

1
枚
で
行
う
に
は
、『
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
取
得
』
が
必
要
で
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
個
人
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
顔
写
真
が
あ

り
ま
す
の
で
、
番
号
確
認
と
本
人
確

認
が
1
枚
で
行
え
ま
す
。
交
付
手
数

料
は
当
面
の
間
無
料
で
す
。

もうすぐスタート！ 暮らしに役立つ新制度

マイナンバー
社会保障・税番号制度Vol.4

マイナンバー（社会保障・税番号）とは国民一人ひとりがもつ12桁の番号です。

10 月 5日から、マイナンバー制度がはじまります

あなたにもマイナンバーが通知されます
※マイナンバーの通知は住民票の住所に送られます

　個人番号カードの交付を希望
される方は、郵送された通知
カードの下に付いている個人番
号カード交付申請書により申請
を行って下さい。

▶
通
知
カ
ー
ド

▶
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
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貸したい！ 借りたい！

農用地を有効利用しましょう
　「荒れてしまう前に誰か耕作してくれないか…」「高齢
なので借り手を探したい…」など、農地を貸したいと思っ
ている方、または「経営規模を拡大したい」など農地を
借りたいと思っている方、農業委員会の利用集積制度（農
地銀行）をご利用ください！
　農地を借りたい方は、一覧から希望の農地を見つける
ことができ、双方の合意により作成した文書を農業委員
会が承認することで、貸借がスタートします。この制度
は自動更新されませんので、期限までの貸借となります。
また、再設定を行うこともできます。

※町のホームページでも紹介しています。登録農地の一覧など掲載していますので、ぜひご覧ください。

●お問い合わせ　　農業委員会事務局（農林振興課内）　☎22−7214

民間事業者の皆さまも、マイナンバーを取り扱います！
平成28年1月以降、税や社会保障の手続きで従業員などのマイナンバーを記載する必要があります。
●源泉徴収票の作成手続き
●健康保険・厚生年金・雇用保険の手続き
●証券会社や保険会社が行う、配当金や保険金などの支払調書作成など

※法人には法人番号が通知されます。
●制度に関するお問い合わせ　全国共通ナビダイヤル　☎0570−20−0178
　　　　　　　　　　　　　　企画課企画担当　　　　☎22−7216
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重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
の

更
新
に
つ
い
て

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
（
重
度
医
療
）
は
、
重
度
の
心
身

障
害
者
が
負
傷
疾
病
な
ど
で
通
院
・

入
院
な
ど
に
よ
り
治
療
を
受
け
た
場

合
に
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

【
受
給
対
象
者
】

①　
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
3

級
を
所
持
す
る
方

②　
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
A
の

手
帳
を
所
持
す
る
方

③　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
ま
た
は
2
級
を
所
持
す
る
方

④　
障
害
年
金
を
受
給
す
る
方
で
、

障
害
程
度
が
1
級
ま
た
は
2
級
の
方

⑤　
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
所

持
す
る
方

※
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
、更
新
手
続
き
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
受
給
資
格
を
失
い
ま
す
。

※
受
給
対
象
者
に
は
、通
知
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

第
3
回

ツ
ー
ル
・
ド
・
富
士
川

11
月
15
日
開
催
！

　
道
の
駅
富
士
川
を
ス
タ
ー
ト
し
、

峡
南
地
域
約
1
0
0
キ
ロ
を
走
る

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

★
女
性
や
初
心
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
『
プ
チ
・
ツ
ー
ル
・
ド
・
富
士
川
』

も
同
日
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　
11
月
15
日
（
日
）

　
午
前
8
時
15
分
〜
午
後
4
時

※
荒
天
中
止

　
（
プ
チ
は
午
前
8
時
50
分
〜
正
午
）

◇
場
所

　
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　
道
の
駅
富

士
川
（
青
柳
町
1
6
5
5
―
3
）

◇
参
加
費　
7
，0
0
0
円

　
（
プ
チ
は
3
，0
0
0
円
）

◇
定
員　
5
0
0
人

　
（
プ
チ
は
1
0
0
人
）

◇
エ
ン
ト
リ
ー

　
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://fujikaw
a-cypro.net/

tdfujikaw
a/index.htm

l

◇
共
催　
富
士
川
流
域
サ
イ
ク
ル
エ

リ
ア
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
コ
ー
ス
で
の
道

案
内
な
ど
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
謝
礼
は
出
ま

せ
ん
が
、
道
の
駅
富
士
川
に
て
「
こ

し
べ
ん
と
」（
地
元
食
材
を
活
か
し
た

お
弁
当
）
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

◇�

事
前
説
明
会　
11
月
1
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
道
の
駅
富
士
川

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
N
P
O
法
人
や
ま
な
し
サ
イ
ク
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
☎
48
―
8
2
3
9

管
理
捕
獲
従
事
者

育
成
研
修

　
県
で
は
、
狩
猟
経
験
の
浅
い
人
や

新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
を
対
象
に
、

狩
猟
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
ぶ

研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
座
学
】

◇�

日
時　
10
月
20
日
（
火
）
午
後
1

時
〜

◇�

場
所　
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
（
甲
府
市
大
津
町
2
1
3
0

―
2
）

【
実
技
】

◇�

日
時　
11
月
5
日
（
木
）
午
後
1

時
〜

◇�

場
所　
森
林
総
合
研
究
所
（
最
勝

寺
2
2
9
0
―
1
）

◇�

申
込
期
間　
10
月
1
日
（
木
）
〜

16
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
林
務
環
境
事
務
所　
森
づ
く

り
推
進
課　

☎
0
5
5
―
2
4
0
―

4
1
6
7

狩
猟
免
許
取
得
説
明
会

　
県
で
は
狩
猟
免
許
の
取
得
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇�

日
時　
11
月
5
日
（
木
）
午
前
9

時
30
分
〜

◇�

場
所　
森
林
総
合
研
究
所
（
最
勝

寺
2
2
9
0
―
1
）

◇�

申
込
期
間　
10
月
1
日
（
木
）
〜

11
月
4
日
（
水
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
林
務
環
境
事
務
所　
森
づ
く

り
推
進
課　

☎
0
5
5
―
2
4
0
―

4
1
6
7

第17回ライトダウンやまなし

－月
や ま な し

見里・星ものがたり
実施日時　11月 7日（土）　20 時〜 21 時

あかりを消して星を見よう
当日イベントなど詳細は、下記ホームページをご覧ください。
http://hoshinokataribe.main.jp/lightdown/
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介
護
予
防

サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
・

骨
折
予
防
を
目
的
に
「
い
き
い
き
筋

力
教
室
」
を
各
地
域
（
24
か
所
）
で

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
、

地
域
の
中
で
自
主
的
・
継
続
的
に
実

施
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
基
本
的
な
知
識
・

技
術
を
学
ぶ
、
養
成
研
修
会
を
8
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
修
了
さ

れ
た
方
に
は
、修
了
書
を
お
渡
し
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

地
域
の
介
護
予
防
に
携
わ
る
支
援
者

の
、
仲
間
入
り
し
ま
せ
ん
か
？

◇
開
催
日

　
10
月
19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）、

　
11
月
2
日
（
月
）、
9
日
（
月
）、

　

�

16
日
（
月
）、
24
日
（
火
）、
30
日

（
月
）、
12
月
7
日
（
月
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
締
め
切
り　
10
月
15
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

大
法
師

さ
く
ら
祭
り

「
ぼ
ん
ぼ
り
」
に

名
前
を
残
し
ま
せ
ん
か

　
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会

で
は
、さ
く
ら
祭
り
に
使
用
す
る「
ぼ

ん
ぼ
り
」
に
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

◇�

協
賛
内
容　
ぼ
ん
ぼ
り
6
面
の
う

ち
3
面
に「
団
体
名
」ま
た
は「
企

業
名
」「
個
人
名
」
を
文
字
入
れ

◇�

協
賛
金
額　
ぼ
ん
ぼ
り
1
基
に
つ

き
、
2
万
円

◇
募
集
本
数　
先
着
50
基

◇
申
込
期
間　
10
月
30
日
（
金
）

※
字
の
色
は
ピ
ン
ク
か
ブ
ル
ー
で
す
。

ロ
ゴ
や
絵
な
ど
は
記
載
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
2
級
資
格
を
取
得
！

整
理
収
納
、
介
護
職
講
習
会

◇�

日
時　
10
月
28
日
（
水
）、
29
日

（
木
）、
30
日（
金
）　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時

◇
会
場　
町
民
会
館

◇
定
員　
10
人

◇�

対
象
者　
シ
ル
バ
ー
派
遣
就
業
を

希
望
す
る
原
則
60
歳
以
上
の
方

◇
受
講
料　
無
料

◇
締
め
切
り　
10
月
14
日
（
水
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会　

☎
0
5
5
―
2
2
8

―
8
3
8
3

道
の
駅
富
士
川

野
外
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

◇�

日
時　
10
月
10
日
（
土
）
午
後
7

時
〜

◇�

場
所　
道
の
駅
富
士
川　
野
外
ス

テ
ー
ジ
（
中
広
場
）

◇�

出
演　
フ
ィ
ー
リ
ン
グ・シ
ニ
ア・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

◇
入
場　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
富
士
川　
☎
48
―
8
7
0
0

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
10
月
1
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

5
年
に
1
度
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て

の
世
帯
を
対
象
と
す
る
、
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
9
月
上
旬

か
ら
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
と
調
査
票
の

配
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
お
済
み
の
世
帯

に
は
、
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
せ

ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
せ
ず

調
査
票
（
紙
）
回
答
世
帯
に
は
、
再

度
調
査
員
が
訪
問
し
回
収
に
伺
い
ま

す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

9
月
28
日（
月
）発
売
！

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

※文字入れイメージ

基
礎
コ
ー
ス
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10
月
17
日
〜
23
日
は
、「
薬
と
健
康
の

週
間
」
で
す
。

　
現
在
、
日
本
で
は
年
間
約
5
0
0
億

円
分
の
薬
が
無
駄
に
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
（
日
本
薬
剤
師
会
調

べ
）。
ま
た
、飲
み
残
し
た
た
め
に
病
気

が
早
く
治
ら
ず
、
治
療
が
長
引
い
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

月
は
薬
の
正
し
い
服
用
と
取
り
扱
い
の

方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
正
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ

　
食
前
（
食
事
を
と
る
30
〜
60
分
前
）・

食
後
（
食
後
か
ら
約
30
分
の
間
）・
食
間

（
食
後
2
時
間
ほ
ど
た
っ
た
空
腹
時
）、

頓
服
（
症
状
が
生
じ
た
時
）・
就
寝
前
な

ど
決
め
ら
れ
た
時
間
を
守
る
。

②
正
し
い
量
・
期
間

　
自
己
判
断
で
飲
む
量
を
変
え
た
り
、

中
止
し
た
り
せ
ず
、
指
示
が
あ
る
期
間

は
既
定
の
量
の
服
用
を
続
け
る
。

③
正
し
い
方
法

　
飲
み
薬
は
、
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
や
白

湯
で
飲
む
。（
量
が
少
な
い
と
、薬
の
吸

収
が
低
下
し
、
効
き
目
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
る
。
水
無
し
で
飲
む
と
、
食
道

炎
や
潰
瘍
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
特

に
カ
プ
セ
ル
は
く
っ
つ
き
や
す
い
の
で

注
意
）
ま
た
、
薬
の
効
果
が
変
わ
る
こ

と
や
副
作
用
を
起
こ
す
場
合
が
あ
る
の

で
、
水
や
白
湯
以
外
（
ア
ル
コ
ー
ル
類

や
お
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
）
で
飲
ま
な
い
。

④
正
し
い
飲
み
合
わ
せ

　
一
緒
に
飲
ん
で
は
い
け
な
い
薬
、
薬

と
の
食
べ
合
わ
せ
が
良
く
な
い
食
品
が

あ
る
の
で
、
受
診
時
に
は
お
薬
手
帳
を

持
参
し
、
医
師
に
見
せ
る
。

⑤
正
し
い
保
管
方
法

　
粉
薬
、
錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
は
、
特

別
な
指
示
が
な
い
場
合
、
高
温
に
な
ら

な
い
よ
う
な
場
所
（
缶
や
引
き
出
し
の

中
な
ど
）
に
保
管
す
る
。
液
体
の
飲
み

薬
は
、
常
に
清
潔
に
保
ち
、
長
期
保
存

す
る
と
腐
敗
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

1
週
間
以
上
た
っ
た
薬
は
服
用
し
な

い
。
た
だ
し
、
原
液
の
薬
は
処
方
さ
れ

た
日
数
ま
で
保
存
可
能
。
点
眼
薬
は
細

菌
に
汚
染
さ
れ
や

す
い
の
で
、
開
封

後
は
ふ
た
を
し
っ

か
り
と
閉
め
る
。

★
正
し
く
飲
ん
で

　
き
ち
ん
と
治
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
育
所
で
は
毎
年
、
食
育
の
一
環

と
し
て
、
園
児
が
夏
野
菜
を
育
て
て

い
ま
す
。
5
月
中
旬
に
は
自
分
た
ち

で
店
に
行
き
、
苗
を
選
び
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
・
え
ん
ど
う
豆
・
ス
イ

カ
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
さ
つ
ま
芋
、

ど
れ
も
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
！

　
夏
、自
分
た
ち
の
手
で
苗
を
植
え
、

毎
日
水
や
り
や
草
取
り
を
し
、
大
事

に
育
て
ま
し
た
。
収
穫
後
は
、
採
れ

た
て
を
調
理
員
さ
ん
に
調
理
し
て
も

ら
い
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
そ
の
ま

ま
で
、
キ
ュ
ウ
リ
は
塩
も
み
に
し
て

食
べ
ま
し
た
。
ナ
ス
は
苦
手
な
子
ど

も
も
多
い
野
菜
で
す
が
、
刻
ん
で
カ

レ
ー
に
入
れ
る
と
お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

作
っ
た
野
菜
は
、
味
も
格
別
で
す
。

ス
イ
カ
は
、
切
っ
て
も
ら
う
と
中
身

が
黄
色
く
て
ビ
ッ
ク
リ
！　
収
穫
の

感
動
が
、
次
の
収
穫
へ
の
期
待
感
に

大
き
く
つ
な
が
り
ま
す
。

　
食
物
と
体
の
関
係
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
毎
日
翌
日
の
献
立
を
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
い
て
い
ま
す
。
食

材
の
イ
ラ
ス
ト
を
わ
か
り
や
す
く
作

り
、『
赤
の
な
か
ま
』
主
に
肉
・
魚
・

卵
（
丈
夫
な
体
を
作
る
）、『
黄
の
な

か
ま
』
主
に
油
や
砂
糖
（
強
い
力
が

出
る
）、『
緑
の
な
か
ま
』
主
に
野
菜

（
病
気
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
）に
分
類

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
「
明

日
の
給
食
は
な
に
か
な
ぁ
？
」
と
興

味
津
々
で
す
。

　
毎
日
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
そ
の

食
材
が
自
分
の
体
の
ど
ん
な
力
に
な

る
か
を
考
え
て
、
分
類
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
体
を

守
っ
て
く
れ
る
食
材
に
感
謝
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
野
菜
作
り
を
通
し

て
、
育
て
る
喜
び
、
収
穫
の
喜
び
を

味
わ
い
、
ま
た
、
大
切
な
命
を
い
た

だ
い
て
い
る
事
に
感
謝
す
る
心
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月の担当は
保育所です。
☎ 22−7221

今月は佐野保健師です

薬
を
正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う

　

第
3
保
育
所
で
は
、
特
色
あ
る

保
育
と
し
て
食
育
を
進
め
、

野
菜
の
栽
培
や
収
穫
を
通
し

「
命
」「
旬
」
に
気
付
く

と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す▲早く大きくなってね。「キュウリ大好き」

▲「豚肉はみんなの体を強くします！」 ▲どんなものが入っているのかな
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少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
労
働

力
人
口
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
中

で
、経
済
成
長
を
続
け
る
た
め
に
は
、

女
性
の
社
会
進
出
が
不
可
欠
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
企
業

に
お
け
る
女
性
管
理
職
率
は
低
く
、

男
女
格
差
が
大
き
い
の
は
事
実
で

す
。
そ
の
た
め
安
倍
政
権
は
、
女
性

の
活
躍
推
進
を
成
長
戦
略
の
柱
に
掲

げ
、
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
8
月
28
日
、
女
性
管
理
職
の
割
合

に
数
値
目
標
の
設
定
な
ど
を
義
務
付

け
る
、「
女
性
活
躍
推
進
法
」が
成
立

し
ま
し
た
。
従
業
員
3
0
1
人
以
上

の
企
業
と
、
雇
用
主
と
し
て
の
国
や

自
治
体
は
、
女
性
登
用
の
推
進
に
向

け
た
「
行
動
計
画
」
の
策
定
と
公
表

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員

3
0
0
人
以
下
の
中
小
企
業
は
、
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
採
用
や
昇
進
の
機
会
を
増

や
し
、
仕
事
と
子
育
て
な
ど
の
両
立

に
向
け
た
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
女
性
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら

い
、
日
本
社
会
の
活
力
を
維
持
し
た

い
の
で
す
。

　
政
府
が
世
界
各
国
の
女
性
指
導
者

ら
を
招
い
て
、
女
性
政
策
に
つ
い
て

議
論
す
る
女
性
版
ダ
ボ
ス
会
議
を
8

月
28
・
29
日
の
2
日
間
、
東
京
都
内

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
に
引

き
続
き
2
回
目
。
女
性
活
躍
推
進
を

掲
げ
る
安
倍
政
権
の
姿
勢
を
国
内
外

に
発
信
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
倍
首
相
は
演
説
で
、
女
性
に
対

す
る
教
育
支
援
に
力
を
入
れ
、
今
後

3
年
間
で
4
2
0
億
円
以
上
の
政
府

開
発
援
助
を
実
施
す
る
意
向
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
が
輝
く
働
き
方
〜
秘
訣

は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
〜
」
と

題
し
て
、
働
き
方
見
直
し
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
小
室
淑
恵
さ
ん
の

講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
残
業
を
減

ら
し
業
績
を
上
げ
る
に
は
、ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
だ
と
…
。

　
女
性
が
活
躍
す
る
に
は
、
女
性
は

も
ち
ろ
ん
男
性
の
意
識
改
革
が
必
要

で
す
。
男
性
が
過
労
死
や
過
労
自
殺

を
し
な
く
て
も
済
む
労
働
環
境
の
整

備
や
、
人
材
育
成
・
柔
軟
な
働
き
方

は
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
と
っ

て
も
、
安
心
の
生
活
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

［8月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

かじかの湯ろ過機ろ材入替え修繕工事 鳥 屋 797,400 雨 宮 工 業 ㈱

平林簡水馬取沢減圧弁更新工事 平 林 2,800,000 甲 信 商 事 ㈱

鰍沢プール施設他解体工事 鰍 沢 9,990,000 ㈱ダスラップサービス

町道戸川添 1号線舗装打換工事 最 勝 寺 12,450,000 丸 浜 舗 道 ㈱

町道馬門 4号線配水管布設替工事 最 勝 寺 4,830,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所

町道緑町畔沢線水路改修工事 鰍 沢 2,050,000 鶴 田 組 建 設 ㈲

鰍沢汚水枝線 33−27−3 号管布設工事 最 勝 寺 9,650,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱

鰍沢福祉センター防火水槽設置工事 鰍 沢 12,050,000 鶴 田 組 建 設 ㈲

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

女性の活躍を
推進するには？

富士川町
男女共同参画推進委員会

「
平
成
27
年
度

や
ま
な
し
女
性
の
活
躍
支
援
事
業

講
演
会
」

女
性
政
策
を
議
論
す
る

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

「
女
性
の
活
躍
推
進
法
」成
立
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森

2
0
1
5　
森
か
ら
の
贈
り
物

　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園
で
、
手
作
り
品

な
ど
の
販
売
出
店
や
町
民
有
志
に
よ

る
「
森
か
ら
の
贈
り
物
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
共
催
企
画
・
プ
レ
イ
パ
ー
ク

を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

秋
の
一
日
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◇
日
時　
10
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
2
時

◇
入
場
料　
無
料

町
民
文
化
祭

「
2
0
1
5
街
角
の
音
楽
会
」

　
町
内
の
音
楽
好
き
の
仲
間
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
今
年
も
に
ぎ
や
か
に
音

楽
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
声
援
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時　
10
月
24
日
（
土
）
午
前
10

時
開
演

◇
入
場
料　
無
料

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
今
年
も
ク
リ

ス
マ
ス
は
文
化
ホ
ー
ル
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

◇
日
時　
12
月
19
日
（
土
）
午
後
6

時
30
分
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
1
，5
0
0
円
、

中
学
生
以
下
5
0
0
円

◇
発
売
日　
10
月
17
日
（
土
）
午
前

9
時
か
ら

◇
出
演　
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク

ワ
イ
ア　
ほ
か

☆
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
特
報
！

　
ゴ
ス
ペ
ル
甲
子
園
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
！

　
主
宰
の
シ
ン
ガ
ー
M
a
m
i
（
ま

み
）
さ
ん
（
富
士
川
町
出
身
）
率
い

る
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

は
、
8
月
23
日
に
横
浜
ゴ
ス
ペ
ル
祭

で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
（
ゴ
ス
ペ
ル

甲
子
園
：
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
）
団

体
ス
テ
ー
ジ
部
門
決
勝
で
、
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、凱
旋
公
演
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い

【
募
集
情
報
】

出
場
モ
デ
ル
募
集
！

FU
JI

コ
レ
２
０
１
５

　

12
月
6
日
（
日
）
開
催
の
町
民

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
出
場
者

（
参
加
無
料
）
を
募
集
し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ　
私
の
お
気
に
入
り
（
ご

自
身
の
お
気
に
入
り
の
服
装
で
歩
き

ま
し
ょ
う
）

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
で
提
出

◇
締
め
切
り　
11
月
8
日
（
日
）

【
共
催
事
業
】

感
動
、
生
き
が
い
づ
く
り

シ
ニ
ア
演
劇
交
流
公
演

　
地
域
に
根
差
し
た
演
劇
活
動
を
展

開
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
・
シ
ニ
ア

劇
団
の
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団
と
南

ア
ル
プ
ス
桃
源
座
が
交
流
し
、
お
互

い
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
11
月
29
日
（
日
）

◇
観
覧
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
）

◇
開
場
時
間　
午
後
1
時

①
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座

◇
開
演
時
間　
午
後
1
時
30
分

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
逆
襲
」（
作
・

小
松
正
彦
、
演
出
・
清
野
知
之
）

②
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団

◇
開
演
時
間　
午
後
3
時
10
分

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
夢
男
」（
作
、
演
出・

水
木
亮
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
舞
台
の
音

響
設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
休
館
期
間
◇

平
成
28
年
1
月
18
日
（
月
）
〜
同

年
3
月
末
日
ま
で

※
ロ
ビ
ー
な
ど
は
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
短　

歌
】

娘
ら
と
め
ぐ
る
箱
根
エ
リ
ア
は
静
ま
れ
り
通
行
な
ら
ず
硫
黄
が
に
ほ
ふ

	

矢
崎　

美
代

伴
は
れ
子
ら
と
来
に
け
り
恙
な
く
美
ヶ
原
の
古
民
家
の
宿

	

堀
之
内
と
し
子

庭
畑
の
つ
や
の
よ
き
茄
子
二
個
を
採
り
今
宵
の
膳
に
素
揚
げ
と
な
さ
む

	

竹
ノ
内
み
さ
ほ

【
俳　

句
】

踏
切
は
鉄
鎖
の
匂
ひ
風
暑
し	

渡
辺　

春
江

鉢
植
の
鬼
灯
二
つ
ま
だ
青
し	

深
沢
ゑ
み
子

盆
過
ぎ
の
だ
れ
か
人
ゐ
ぬ
山
の
畑	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

つ
ま
ず
い
た
石
に
前
途
を
教
え
ら
れ	

志
村　

京
子

つ
ら
く
と
も
心
の
端
に
咲
か
す
花	

望
月　

双
葉

野
お
え
て
仏
と
話
す
灯
り
を
と
も
し	

斎
藤　

道
子

〜自転車で地域の活性化を〜

山本　　薫
かおる
さん（天神中條区）

　東京から富士川町にUターンし、仕事をしながらNPO法人で自転車を
使った地域活性化にも力を入れている山本さんにお話を伺いました。

■お仕事は何をしていますか？
　町内で、公認会計士事務所を経営しています。
■富士川町にUターンしてきたきっかけは？
　18年ぶりに戻ってきてから3年が経ちました。仕事での独立や結婚したこ
となどを考えたときに、東京よりも富士川町のほうがいいと思いました。ちょ
うど転機だったんだと思います。

■富士川町の感想は？
　田舎過ぎず、都会過ぎず、山や川があり、生活のインフラも整っていて、住むにも子育てにも自転
車に乗るにもちょうどいい場所だと思います。ロードバイク（自転車）で、富士川町を走って改めて
実感しました。
■NPO法人やまなしサイクルプロジェクトとは？
　山梨の坂や道路、風景は、ロードバイクにとって最高の走行環境です。全国からたくさんの人が走
りに来たら楽しい、という思いに共感する人が集まり発足しました。9、
10月は、道の駅富士川でロードバイクのレンタルを行っています。
■PRをどうぞ
　11月にツール・ド・富士川が開催されます。（詳しくは、P10をご覧
ください。）来年1月には、ママチャリでも気軽に参加できるシクロク
ロス富士川も開催します。お子さまも参加できます。
　NPO法人やまなしサイクルプロジェクト　☎48−8239

（15）平成 27. 10 月号　No.67



　8月 30日（日）、午前 8時 30分に東海地震が起き、震
度 6強の地震が発生したことを想定し、役場本庁舎に災害
対策本部を設置しました。災害状況を把握するため、各地
区や消防団から被害状況の報告を受けるなどの情報伝達訓
練や飲料水供給訓練、避難所設置訓練、食料品調達訓練な
どを行いました。
　また、町内各地区においても、それぞれの日程で行われ
ました。

100歳の誕生日　おめでとうございます

夏休みの工作教室
ますほ児童センター

　8月 21日（金）、
18人が参加し、洗濯
のりを使ってスライ
ムを作り、ストロー
をさして風船のよう
にふくらませるバ
ルーンスライム教室
が行われました。参
加した子どもたち
は、スライムの感触
に大はしゃぎでした。

　8月 20日（木）、
深澤なつよさん（最
勝寺）が、めでたく
100歳の誕生日を迎
えられました。

　8月 24日（月）、
杉田好子さん（大久
保）が、めでたく100
歳の誕生日を迎えら
れました。

健康づくりの推進
　8月31日（月）、
町と全国健康保険
協会山梨支部は、
協定締結式を役場
本庁舎で行いまし
た。「連携して町民
の健康維持にあた
る」とした覚書を
志村町長と井上明
彦支部長が交わし
ました。

総合防災訓練

▲災害対策本部設置訓練

▲避難所設置訓練 ▲医療救護所設置訓練 ▲鰍沢北区炊き出し訓練
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆10月のホームタウンゲーム
　・10月3日（土）18：30
　　　　　VS　アルビレックス新潟
　・10月24日（土）14：00
　　　　　VS　サンフレッチェ広島

あなたの秋は、どんな本にしますか？
心に響く一冊をどうぞ。

新刊書
『昨日の影踏み』辻村深月著　　『消滅』恩田陸著
『虚栄』久坂部羊著　　『風かおる』葉室麟著
『マイストーリー』林真理子著　　『プラージュ』誉田哲也著
『ギリギリ』原田ひ香著　　『中野のお父さん』木村薫著
『アルテーミス采配』真梨幸子著� など

今秋、音楽小説はいかがでしょうか？
『革命前夜』須賀しのぶ著
『屋上のウインドノーツ』額賀澪著
『ロック・オヴ・モーゼス』花村萬月著
『伶也と』椰月美智子著
『ティーンズ・エッジ・ロックンロール』など

みんなを必ず笑顔にする
すばらしい力をもつ絵本です！

・『破裂』NHK10 月〜
　久坂部羊原作
・『天空の蜂』9月 12日公開
　東野圭吾原作

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　100 万円　石川洋司様（鰍沢南）
　「桜回廊整備寄付金として」
一金　20 万円　名執信様（天神中條）
　「亡父　信之様のご遺志により、町の振興のために」

戸籍の窓
自 8月 1日　至 8月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	長　　　 	 髙野　瑛介	（えいすけ）	 男	 正　己
	 〃	 千頭和花菜	（は　な）	 女	 健　太
	青　柳　町	 石川くるみ		 女	 一　也
	 〃	 小野　愛結	（あ　ゆ）	 女	 則　雄
	鰍　沢　中	 保坂　昌幸	（まさゆき）	 男	 昌　史

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 依田　　諭	 恵　理	 （ 伊 藤 ）
	長　　　 	 塩 　勇樹	 和	 （ 三 井 ）
	鰍　沢　北	 望月（大友）敏郎	 早　苗
	鰍　沢　中	 林　　裕二	 千　恵	 （ 小 林 ）
	 〃	 大森　　篤	 梓	 （ 荻 野 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 橋本　梅代	 92	 光　　隆
	天 神 中 條	 長 　憲子	 87	 正　　人
	小　　　林	 秋山　 一	 85	 伸　　二
	 〃	 川　由則	 67	 智　　義
	青　柳　町	 瀧 　久雄	 87	 雅　　人
	鰍　沢　中	 秋山八千代	 93	 勝
	鰍　沢　南	 芦 　 男	 88	 米 由美
	五　　　開	 樋口　岩子	 93	 𠮷　　彦

ひとのうごき（ 9月 1日現在）

人　口	 15,942 人	 （− 13）
　男	 7,730 人	 （−   8）
　女	 8,212 人	 （−   5）
世帯数	 6,302 戸	 （＋   2）	 ※ (　) 内は対前月比

話題書ぴっくあっぷ！

読書
のたのしみを！

〜秋の
夜長に〜
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

深沢　怜
れい

華
か

ちゃん　6歳（大久保）
　牛乳パックでぞうさんの鉛筆立てを作りました。細かくちぎってはるのが大変だったけど、
頑張ったよ★

関部　日
ひ
葵
まり

ちゃん
（平成 26年 3月生まれ・長澤）
父　佑太さん・母　菜緒美さん

関部　心
ここ
葵
な

ちゃん
（平成 26年 3月生まれ・長澤）
父　佑太さん・母　菜緒美さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　マイペースでお歌が大好き
なここ。ひまと仲良く思いや
りいっぱいの優しい女の子に
育ってね。

　いつもニコニコお世話大好
きなひま。これからも笑顔
いっぱいここと仲良く育って
ね。

秋山　志
し
織
おり

ちゃん
（平成 24年 6月生まれ・𣇃米）
父　真吾さん・母　優さん

　ちょっと朝は弱いけど…い
つも元気で大好きなお兄ちゃ
んの真似ばかり。おてんばす
ぎるところもあるけど、素敵
な女の子になってね。

編
集
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